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日本のまんなか

水と緑といで湯の街渋川市

令和 6年 11月 第 2 市長定例記者会見
。日時 令和 6年 11月 11日 (月 )

午後 1時
・場所 市役所本庁舎記者会見室

1 令和 6年度渋川市小中学校PTA連絡協議会講演会及び小中学校PTA大会が

開催されます (資料 1)

2 ひきこもり状態にある人の社会参加の第す歩となり

人とのつながりが生まれる居場所づくりに取り組んでいます (資料 2)

3 渋Payl%応 援金を活用した「魅力ある学校づくり事業」の実施状況を

お知らせします (資料3)

4 渋川市の犯罪被害者等支援施策と被害者の実情への理解を呼びかける

活動を実施します (資料 4)

5 令和 6年度渋川市功労者表彰式を11月 23日 (土・祝)に開催します (資料 5)

その他資料提供

・渋川市障害者等理解促進研修・啓発事業『みんなの福祉事業所展』を開催します

(資料 6)
・令和 6年度人権尊重ポスター入賞作品展示会を開催します (資料 7)
。「渋川 。北群馬・渋川特別支援学校児童生徒作品展」が開催されます (資料8)

○次回開催予定

日時 :令和 6年 11月 18日 (月 )午 後 1時～

場所 :渋川市役所本庁舎 2階 記者会見室

ロ



市 長 の 主 な 週 間 日 程

月  日 時間 件 名 所

広報室
11月 11日 (月 )

9:00

13:00

庁議

市長定例記者会見 役所本庁舎

11月 12日 (火 )

10:00

11:00

16:00

群馬県保育問題連絡会との懇談

みんなの福祉事業所展オープニングセレモニー

第72回 優良従業員表彰式

市役所本庁舎

市役所本庁舎

プレヴェール渋川

こども支援課

地域包括ケア課

産業政策課

1ヽ月 13日 (フk)

16:00 止信自動車道建設促進期成同盟会による国要望 国土交通省ほか 土木管理課

11月 14日 (木 ) 14:00

14:30

19:00

部落解放同盟群馬県連合会・部落解放同盟渋川支部2024

年度統一市町村交渉

令和6年度フォローアップミーティング

渋川市手話奉仕員養成講座基礎課程閉講式

市役所第二庁舎

市役所本庁舎

渋川ほつとプラザ

地域包括ケア課

政策戦略課

地域包括ケア課

11月 15日 (金 )

9:30 長寿者顕彰 市内 高齢者安心課

11月 16日 (上 )

11月 17日 (日 )

9:30

17:00

第37回群馬県北毛地区空手道大会

令和6年度渋川市小中学校PTA大会

伊香保体育館

プレヴェール渋川

スポーツ課

生涯学習課

11月 18日 (月 )

9:00

13:00

庁議

市長定例記者会見

市役所本庁舎

市役所本庁舎 広報室



資料 1

令和 6年度渋川市小中学校 PTA連 絡協議会請演会及び

小中学校 PTA大会が開催されます

令和 6年度市小中学校PTA連絡協議会講演会及び小中学校 PTA大会が、11

月17日 (日 )に開催されます。講演会では、「スポーツの視点から考える子ども活

躍社会」をテーマにパネルデイスカッションが行われます。

¬ 概  要

渋川市小中学校 PTA連 絡協議会は、渋川市内の小学校 (13校 )、 中学校 (9校 )

のPTAを もつて構成 し、児童生徒の幸福な成長を図 り、PTAの 健全な発展を促進

し、教育の振興を図ることを目的に活動 している団体です。

講演会及び PTA大 会は、同協議会の主要な事業として例年開催 されています。講

演会は、子 どもたちの「生きる力」を育てるための研修活動を実践 し、会員の資質向

上に寄与することを目的としています。また、PTA大 会は、各単位 PTAの 指導者

及び役員等が集い、PTA活 動の功労者表彰を行 うことにより、 PTAの 役割に対す

る自党 と認識 を高めることを目的としています。

2 日   時 令不日6年H月 17日 (日 )

・講演会=午後 3時30分～ 5時
・ PTA大 会 =午後 5時～ 6時

3 会  場  プレヴェール渋川 (渋川市金井1298番地 )

4講 演 会

(1)内 容  下記講師による講話後に、パネ リス トと共にパネルディスカンシヨ

ンを行います

(2)テ ーマ   「スポ~ツの視点か ら考える子 ども活躍社会」

(3)講話講師
。(株)群馬プロバスケッ トボール コミッション

代表取締役社長 阿久澤 毅 (あ くざわ つよし)氏
。渋川市教育委員会 教育長 下境 一浩

(4)パネ リス ト
・群馬パース大学 広報オフィサー 新井 緑 (あ らい み どり)氏
・渋川市小中学校 PTA連 絡協議会役員

5 PTA大 会

(1)内 容

(2)被表彰者

6参 加 者

渋川市小中学校 PTA大 会表彰規程により、功労者への感謝状及び

表彰状の贈呈を行います
46人 (内訳 :感謝状43人、表彰状 3人 )

約70人予定 (受付終了)

・渋川市立小中学校 PTA会 員 (希望者 )

・市小中学校 PTA連 絡協議会役員
・学校長

,現単位 PTA会 長・女性代表
。前単位 PTA会 長・女性代表
,被表彰者
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7 主  催  渋川市小中学校 PTA連 絡協議会

8 会見出席者

渋川市小中学校 PTA連 絡協議会 会長 中澤 功史 (なかざわ よしふみ)氏

囲
渋川市小中学校 PTA連絡協議会の構成
。小学校 (13校 ):渋川南小、豊秋小、渋川北小、渋川西小、金島小、古巻小、

小野上小、中郷小、長尾小、三原田小、津久田小、橘小、橘北小

(伊香保小 :休会中)

。中学校 (9校):渋川中、渋川北中、金島中、古巻中、伊香保中、子持中、

赤城南中、赤城北中、北橘中

■間い合わせ先
教育部 部長 斉藤 章吉 (内線4930)

担当 :生涯学習課 (電話0279-22-2500)

課長 照井 智子 (内線4950)

青少年係長 狩野 美菜子 (内線4951)
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資料 2

ひきこもり状態にある人の社会参加の第一歩となり

人とのつながりが生まれる居場所づくりに取り組んでいます

渋川市は、孤独 日孤立対策推進法の令和 6年 4月 1日 施行を受け、令和 6年度

から、ひきこもり状態にある人の社会参加の第一歩とな り、人との緩やかなつな

が りが生まれる居場所づくりに取 り組んでいます。

1概  要

渋川市は、孤独 。孤立姑策推進法の令和 6年 4月 1日 施行を受け、ひきこもり状態

(学校や仕事などに行 くことができず、家族以外の人 とほとんど交流せずに、 6カ月

以上続けて家にとどまる状態)にある人が、社会参加の第一歩 として人 との緩やかな

つなが り (心理的な負担が少なく自然 と誰かの存在を身近に感 じられる状態)が生ま

れる居場所づ くりに取 り組んでいます。

この事業は、令和 3年 10月 以降、ひきこもり状態にある人に対 して活動場所を提供

し就労支援に取 り組んでいる渋川市社会福祉協議会に委託 して、その経験やノウハウ

を生かす とともに、ひきこもりの状態から一歩前に踏み出して社会 との接点をつくる

ことを到達点 としています。

2 事業内容

(1)事業名称  ひきこもり居場所づ くり事業

(2)事業 目的

ひきこもり状態にある人に対 して、社会参加の第一歩 となり人 との緩やかなつ

なが りが生まれる居場所を提供 し、孤独・孤立の状態を解消する。

(3)事業 F矛可女台日 令秀日6年 4月 1日

(4)実施主体  渋川市 (渋川市社会福祉協議会に委託 して実施 )

(5)実施場所  ユー トピア赤城 1階 「だれでも広場」

(6)利用射象者

渋川市内に居住 し、ひきこもり状態にある満15歳 (中学校卒業後)から満65歳

未満の自ら実施場所に移動できる人

※家族による見学や体験も可

(7)活動内容

ア だれでも広場内での活動

木工家具 (フ ゴンやテーブルなど)の製作、生物 (カ ブ トムシやメダカなど)

の飼育、空きカップで野菜づくり、健康麻雀交流会の実施調整、寄付物品の仕

分け、清掃、除草など

イ 行事での活動

慰霊祭、敬老会などの準備や片付け
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(8) 活動時間  週 2日 程度で 1日 3時間以内

動記録

動ポイント管理手帳に活動時間30分につき 1個の活動実績スタンプを押印

金

動実績スタンプ 1個 を 1ポイン トとして、 1ポイン ト当た り250円 (職員に

代わつて他の利用者の世話を行つた場合は 1ポイント当たり50円加算)に換金す

る。

3 周知方法

(1)「広報しぶかわ」、市ホームページ⌒の掲載

(2)市公式SNSでの情報配信

(3)チラシの配布 (渋川市役所地域包括ケア課と不登校児童生徒適応指導教室「か

けはし」の窓口に設置するほか、民生委員児童委員に配付)

(4)渋川市社会福社協議会ホームページでの動画配信

4事 業 費 200万 円

※厚生労働省所管 「生活困窮者就労準備支援事業費等補助金 (ひき

ともり支援推進事業 )」 を活用 した渋川市社会福祉協議会への委

託料

令和 6年 10月 末日現在の利用状況=利用者数 7人

■聞い合わせ先

福祉部 部長 生方 清二郎 (内線1200)

担当 :地域包括ケア課 (電話0279-22-2359)

課長 後藤 景太 (内線1210)

障害福祉係長 青木光子 (内線1211)

活

活

る

換

活

(9)

す

，(10

囲
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資料 3

渋Payl°/o応援金を活用した「魅力ある学校づくり事業」
の実施状況をお知らせします

渋川市は、令和 4年 12月 からスター トした電子地域通貨「渋Pay」 の決算額

の 1%を渋Pay加盟店にご負担いただき、地域貢献協力金 (=応援金)と して、
「将来世代への投資」を目的とする事業に活用することとしています。

令和 6年度は、学校図書の充実に加え、児童生徒の意見を参考とした備品購入

に活用し、魅力ある学校づくりを支援しています。

1概  要
渋Payl%応 援金を活用して、児童生徒の意見を参考にしながら、各小中学校に

おける教育活動に必要な校用備品を購入し、各学校ごとに取り組んでいる魅力ある学

校づくりを支援します。

2 実施状況

(1)小学校 (市内14校 )

①備品購入状況 :9校、19品 目 (予定を含む)

②主な購入物品の概要
・普段の休み時間等に利用できる物品や体育用備品が多かつた。

(2)中学校 (市内9校 )

①備品購入状況 :8校、12品 目 (予定を含む)

②主な購入物品の概要
。普段の授業、課外活動、部活動に活用できる物品が多かつた。
・体育行事にレクリエーション色の強い競技を増やしており、その競技用品が

あった。
Pa 1 応 づ り事

の内容も含んでいます

「

※

内 容学校名No
1 渋川北小学校

ルハー ドクレ ノンス リフレキシ プカラーマ ッ2 渋川南小学校
デジタル顕微鏡金 島小学校3

― シ ョンツールイ ドマ ト コ ユ
ー4 渋川西小学校

5 伊香保小学校 ツール、スターティンスク拡

ポ ケ ―ク S Plu S ジボールキッズ ド

ロツク

6 中郷小学校 オ リジナル Tシャツ、ブランコチェーン ラバエグリップ、

なわとび
ゴールカーボール サンカ~ ト タルカメラ7 長尾小学校

三原 田小学校 ― ル ス ムマルチ ― ドサ カ ー8

9 橘北小学校 ン

―ボール バット・ボールれ用具一 具ア10 渋川中学校
渋川北 中学校 ス ク ー CDラ カ セ

金島中学校 ビ オカメラ12

13 伊香保 中学校 ホフイ ト シー ト

14 子持中学校
エ ア コンノミドミン トン用具 (一式 )、15 赤城南 中学校

デジタルカメラ トラ ンシー バ ー16 赤城北中学校
17 北橘 中学校 タッチペン

後、調 予
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3 今後について

予定 している備品の購入を進めるとともに、当該事業の成果をPRすることで渋 P
ayの利用促進に繋げていきます。

囲
しぶかわ電子地域通貨「渋Pay」 の事業実施状況
1 導 入 日  令和 4年 12月 12日

2 登録加盟店数 (令和 6年 10月 31日 現在 )

(1)登録カロ盟店数 =348店
(2)カー ド姑応店舗数 =215店

3 発行 日利用状況 (令和 4年 12月 12日 ～令和 6年 10月 31日 )

(1)発行額 =23億 7,599万 円

(2)利用額 =23億2,064万 円

4 キヤンペーン実施状況

(1)導入チャージキャンペーン

期間 :令和 4年 12月 12日 ～12月 14日

内容 :一人当た り購入10万円までに対 して、30%の 3万ポイン トまで付与

マネー発行総額 :1億9,995万 円

ポイン ト付与総額 :5,998万5,000ポイン ト

(3)アプ リダウンロー ドポイン ト

期間 :令和 4年 12月 12日 ～令和 5年 1月 6日

内容 :専用アプ リをダウンロー ドした人に一人当た り3,000ポイン トを付与

ポイン ト付与総額 :9,000万ポイン ト

(4)キ ャンペーンポイン ト

期間 :令和 5年 4月 1日 ～現在

内容 :ク レジッ トカー ド又はセブン銀行ATMに てチャージした際にそれぞれ

プレミアムポイン トを付与

ポイン ト付与率 :ク レジットカー ド チャージ額の0。 5%
セブン銀行ATM チャージ額の1.5%

(5)令和 5年度渋 Payポ イン ト還元キャンペーン

期間 :第 1弾=令和 5年 7月 15日 ～ 9月 30日

第 2弾=令和 5年 11月 1日 ～12月 30日

内容 :第 1弾 =一人当た り2万 5,000円 までの渋 Pay決 済に対 して、最大20

%の 5,000ポイン トまで還元

第 2弾=一人当た り10万 円までの渋 Pay決 済に対 して、最大20%の 2
万ポイン トまで還元

チャージ総額 :7億7,477万8,000円

還元ポイン ト発行額 :1億5,000万 ポイン ト

(6)令和 6年度渋 Payポ イン ト還元キャンペーン

期間 :令和 6年 4月 1日 ｀ 5月 21日

内容 :一人当た り5万円までの渋 Pay決 済に姑 して、最大20%の 1万ポイン

トまで還元
チャージ総額 :5億 1,815万円

還元ポイン ト発行額 :1億ポイン ト
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Pay登 録加盟店アンケー ドの実施

期 間 :令和 6年 7月 5日 ～ 7月 19日

内 容 :事業導入の効果と今後の事業運営の参考にするためアンケー トを実施

姑象登録加盟店数 :348店 (令和 6年 7月 1日 現在 )

アンケー ト回答数 :184店 (回答率 52。 9%)

6 渋Payプリペイ ドカァ ドの販売
(1)Fォ]始 日 :筆夭口6年二10月 1日

(2)内 容 :あ らかじめ指定された金額分のポイントがチャージされた使い切リカ
ー ドを販売

■問い合わせ先
(魅力ある学校づくり事業に関すること〉
教育部 部長 斉藤 章吉 (内線4930)

担当 :学校教育課 (電話0279-22-2121)

課長 飯塚 寿夫 (内線4910)

学務係長 木暮 崇之 (内線4915)

(渋 Payに関すること〉
情報防災部 部長 萩原 義人 (内線2105)

担当 :DX推進課 (電話0279-25-8414)

課長 小林 悟 (内線2450)

DX・ 改革推進係長 後藤 晃秀 (内線2443)

9
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資料4

渋川市の犯罪被害者等支援施策と被害者の実情への

理解を呼びかける活動を実施 します

渋川市は、警察庁が定める11月 25日 ～12月 1日 の「犯罪被害者週間」に合わせ

て、渋川市の犯罪被害者等支援施策と被害者の実情への理解を呼びかける 3つの

啓発活動を実施 します。

1概  要

いつ、どこで、誰が犯罪に遭 うか誰にも分か りません。渋川市は、犯罪に巻き込ま
｀

れた人が安心 して暮 らすことのできる社会の実現に向けて犯罪被害者等支援施策を推

進 しています。

また、犯罪被害に遭うと直接的な被害だけではなく、心身の不調、生活上の問題、

周囲の人の言動による傷つき等の多くの問題を抱えます。市民一人ひとりが、犯罪被

害者が直面する問題について理解し、被害者を傷つけるような発言や発信は絶対に行

わないことが重要です。

そこで、渋川市の犯罪被害者等支援施策と被害者の実情への理解を呼びかけるホン

デリングプロジェクト、駅前の街頭活動及びデジタルサイネージによる啓発活動を実

施します。

2 ホンデリングプロジエク ト

(1)概  要
ホンデリングプロジ■クトは、公益社団法人被害者支援ネットワークが実施す

る「本等を寄贈してもらい、その売却代金を犯罪被害に遭われた方々への支援活

動に役立てる」取り組みです。

渋川市は、被害者支援ネットワークが実施する犯罪被害者等の権利を守る取り

組みに賛同し、ホンデリングプロジェクトを通じて犯罪被害者等支援を推進する

とともに、市民にこの活動を呼びかけ、市民一人ひとりが犯罪被害者等の支援の

必要性を考えていただく機会とするため、ホンデリングプロジエクトを実施しま

す。

(2)期  間  令和 6年 11月 25日 (月 )～ 12月 26日 (木)午前 8時30分～年後 5時

※市役所閉庁日を除く

(3)場  所  渋川市役所本庁舎 1階 市民ホール

(4)内  容

渋川市役所本庁舎市民ホールに設置する回収ボックスの中に不要な本、CD(ア
ルバム)、 DVDやゲームソフトを入れてもらいます。

渋川市は、回収した本等を公益社団法人被害者支援ネットワークが提携する買

取業者に送付し、売却金額が群馬県内で犯罪被害者等支援の活動を行 う公益社団

法人被害者支援センターすてつぷぐんまに配分されるよう手続をします。

※10年以上前に出版された本、 ISBNの ない本、規格品番がない商品、違法な

商品は回収対象外とします。

※渋川市と公益社団法人被害者支援センターすてつぶぐんまは、令和 5年 8月 28

日に犯罪被害者等支援の連携協力に関する協定を締結しています。
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(5)
ア

前回実施結果

収集数 509冊
※本のみ回収対象

実施期間

令和 6年 3月 ～ 4月

売却金額

1万 521円

▲前回の回収ボックスの様子

3 街頭活動による啓発

(1)概  要

渋川市の犯罪被害者等支援施策 と被害者の実情への理解を呼びかける街頭活動

を行います。併せて、犯罪被害者等への誹謗中傷は深刻な問題であることか ら、

渋川市で行っているインターネ ッ ト上の誹謗中傷等の被害者支援についても広報

啓発を行います。

(2)日   時  令和 6年 11月 28日 (木)午 後 3時50分～ 5時

(3)場  所  渋川駅前広場 (」 R渋川駅駅舎前 )

(4)内  容

のば り旗 を掲示 し、啓発品を配布 しなが ら、市の犯罪被害者等支援への協力、

被害者の実情、誹謗中傷の禁止を呼びかけます。

(5)啓 発 品  ティッシュ、チラシ、ボールペン
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4 デジタルサイネージによる啓発

(1)内  容

本庁舎市民課ロビーにあるデジタルサイネージに警察庁が作成した犯罪被害者

等の実情への理解を呼びかけるショー ト動画 (6秒間)を放送します。

(2)期  間  令和 6年 11月 18日 (月 )～ 11月 29日 (金 )

渋川市における支援体制とこれまでの取り組み

司 相談窓口の開設

危機管理室内に相談窓口を設置し、相談に対して支援や関係機関との連絡調整をし

ています。また、市役所内で部署間を超えて横断的に連携する犯罪被害者等支援に特

化したワンス トップサービスを提供し、周囲の人のうわさ等による二次被害の防止や

行政手続の補助、手続場所の移動等の負担を軽減する体制を整備しています。さらに、

令和 5年中に渋川警察署及び公益社団法人被害者支援センターすてつぶぐんまと犯罪

被害者等支援の連携協力に関する協定を締結しており、犯罪被害が発生した場合の相

互の連携体制を構築しており、外部関係機関との連携体制も整備しています。

2 支援金の支給

犯罪被害者等の経済的な負担を軽減するため、支援金を支給します。

(1)遺族支援金 :1事件につき30万円

(2)重傷病支援金 :1事件につき10万円

3 補助金の交付
犯罪被害者等の経済的 。心理的な負担を軽減し、日常生活を支援し、又は居住を安

定するために補助金を交付します。

(1)弁護士費用 (着手金 。相談料)の補助

①補助姑象経費 :契約時に支払う着手金、契約前の相談料

②補助金額 :補助姑象経費の2分の1(上限着手金 :15万円、相談料 5千円)

(2)家事の代行を依頼するための費用の補助

①補助対象経費 :家事 (調理、洗濯等)代行の依頼に要する費用

②補助金額 :補助対象経費の10分の10(1時間当たり4千円)※ 90時間まで

(3)託児等施設利用料の補助

①補助姑象経費 :託児施設利用料

②補助金額 :補助対象経費の10分の10(1回当たり3千円)※ 20回まで

(4)カ ウンセリング費用の補助

①補助対象経費 :心理カウンセリング、精神通院等

②補助金額 :補助姑象経費の10分の10(1回当たり5千円)※ 12回まで

(5)転居等費用の補助

①補助対象経費 :新たな住居の入居に要する費用、住居を復旧する費用

②補助金額 :補助対象経費の10分の10(上限20万円)

(6)宿泊費の補助

①補助対象経費 :宿泊施設における宿泊費

②補助金額 :補助対象経費の2分の1(1泊当たり7千円)※連続した7泊まで

燃



4 支援実績

(1)相 談 件 数
(2)支援金の車給
(3)補助金の交付

令和 5年度 :6件
令和 5年度 :1件
令和 5年度 :1件

令和 6年度

令和 6年度

令和 6年度

(10月 末)

(10月 末)

(10月 末)

:2件
:1件
:1件

■問い合わせ先

情報防災部 部長 萩原 義人 (内線2105)

担当 :危機管理室 (電話0279-22-2130)

室長 佐藤 昭代 (内線2180)

安全安心係長 樺澤 華二
(内線1144)

盟



資料 5

令和 6年度渋川市功労者表彰式を11月 23日 (上・祝)に

開催 します

地方自治や教育文化、社会福祉などの様々な分野で活躍され、市民福祉の増進

等に寄与された人たちを、渋川市における功労者として表彰する「令和 6年度渋

川市功労者表彰式」を、11月 23日 (上 口祝)に 開催 します。

1概  要
「渋川市功労者表彰」は、渋川市の自治、産業、文化の振興、民生の安定向上及び

市民の福社の増進に寄与し、市民の模範とすべき功労者を表彰して、その功績を顕揚

することを目的に実施しています。   _
今年度は、■人を市功労者として表彰します。

2

3

日  時  令和 6年 H月 23日 (土・祝)午前10時30分開式

場  所  渋川市民会館小ホール (渋川市渋川2795)

4 内  容

表彰及び式辞、祝辞 等

5 被表彰者  11人 (敬称略 )

役職名1称| 氏 ―名.(よ み )

スポーツ推進委員 (3人 ) 守 (い しだ まもる)

誠― (た ご せいいち)

秀明 (さ い とう ひであき)

石 田

田子

齊藤

介護認定審査会委員 (1人 ) 千明 和江 (ち ぎら かずえ)

交通指導員 (3人 ) 永 田

後藤

町 田

鉄治 (ながた

幹基 (ご とう

敏彦 (ま ちだ

てつ じ)

みきもと)

としひこ)

保護司 (4人 ) 中村

田邊

佐竹

柴崎

裕子

寛治

道雄

一夫

(なかむら ゆうこ)

(た なべ かんじ)

(さ たけ みちお)

(し ばざき かずお)

oそ の 他

渋川市功労者表彰は、「渋川市表彰条例」に基づき行われるもので、表彰対象 とな

る人は主に、その職に 「満16年以上在職 したもの」 としています。

平成18年 2月 20日 の市町村合併から16年が経過 した令和 4年度に初めて表彰式を開

催 し、今回が 3回 日とな ります。
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「渋川市表彰条例」抜粋

(目 的)

第 1条 この条例は、渋川市の自治、産業、文イ監の振興、民生の安定向上及び市民の

福祉の増進に寄与し、市民の模範とすべき功労者を表彰して、その功績を顕揚する

ことを目的とする。

(被表彰者の範囲)

第 2条 表彰は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。

(1)議員の職に満16年以上在職したもの

(2)教育委員会の委員、農業委員会の委員、選挙管理委員会の委員、公平委員会の

委員、監査委員及び固定資産評価審査委員会の委員の職に満16年以上在職したもの

(3)前 2号に定めるものを除く非常勤の特別職の職員に満16年以上在職したもの

(4)地方自治、教育文化、社会福祉及び産業等の振興に寄与して公衆の利益を図り、

功績の顕著なもの (※ )

※ 内  容

地方 自治 (1)地域社会の振興に尽力し、その功績が特に優れた者

(2)自然環境又は生活環境の保全、美化に尽力し、その功績が特に

優れた者

(3)国際社会の振興に尽力し、その功績が特に優れた者

教育文化 (1)教育、体育及び文化の向上に貢献し、その功績が特に優れた者

(2)伝統文化の継承及び育成に貢献し、その功績が特に優れた者

社会福祉 (1)社会福社の増進に尽力し、その功績が特に優れた者

(2)保健衛生の向上に貢献し、その功績が特に優れた者

(3)社会奉仕に努め、市民の模範となる者

産 業 (1)産業の振興に貢献し、その功績が特に優れた者

(2)特に優れた技能によつて産業の発展に寄与した者

(3)伝統工芸産業の技術の継承及び育成に貢献した者

そ の 他 (1)本市の名声を高め、その功績が特に優れた者

(2)広 く市民に愛 され社会に希望を与え、その功績が特に優れた者

(5)災害等に際し、自己の危難を省みず、被害の防除に努めて公衆の利益を図り、

功績の頭著なもの

■問い合わせ先

総合戦略部 部長 鴻田 吉史 (内線2410)

担当 :秘書室 (電話0279=22-2110)

室長 後藤 正己 (内線24H)

秘書係長 武井 博基 (内線2412)

酪



6

渋川市障害者等理解促進研修・啓発事業

『みんなの福祉事業所展』を開催 します

渋川市は、障害者 (児 )に対する理解を深め、共生社会の実現を図るため、令

和 6年 11月 12日 (火)か ら3日 間にわたり、渋川市役所本庁舎において「みんなの

福祉事業所展」̀を 開催します。

1 目  的

渋川市内の障害福祉サービス事業所 (生活介護、就労移行支援、就労継続支援 B型、

地域活動支援センター)が行 う生産活動や創作的活動を紹介するとともに、事業所で

製作 された物品等の販売を通 じて、障害者 (児)に紺する理解を深め共生社会の実現

を図 ります。

2 開催 日時 令和 6年 11月 12日 (火)午前H時～午後 4時

※午前11時からオープニングセレモニーを行います

令和 6年 11月 13日 (水)午前 9時～年後4時

令和 6年 11月 14日 (木)午前 9時～午後 2時

3

4

場  所  渋川市役所本庁舎 1階 市民ホール ャ

参加事業所

5 周知の方法

市ホームページと「広報 しぶかわ」への掲載及び SNSに より周知 します。

6そ の 他

期間中、渋川特別支援学校高等部 3年生の冨永童威 (と ノラたなが とうい)さ んが、

発砲スチロールの板に絵を描き、切 りとつて作成 した恐竜や動物の作品展示 も行いま

す。

配 事業所名
提供 している

障害福祉サー ビス
主な販売予定品

1 あいぽ―と あすなろ 就労継続支援B型 うどん、焼き菓子

2 エステル
生活介護

就労継続支援B型
パン、焼き菓子

3 シ ャ ロー ム 就労継続支援B型 梅の甘酢漬け

4 ベテル
就労移行支援

就労継続支援B型

ドリンプロ~ヒ ~
オリジナルグッズ作成 (写真デ

ータをその場で布小物ヘプリン

ト印昂Jし ます)

5 とぽす作業所 就労継続支援B型 裂繊製品(布 を裂いて繊 ります)

6 カラフル 就労継続支援 B型 絹ス トール、焼き芋

7 あじさい 地域活動支援センター 陶芸作品、観葉植物

解



【前回 (令和4年)開催の様子】 【冨永さんの作品の一例】

囲
¬ 過年度のみんなの福祉事業所展の実施状況

(1)令和 3年度

ア 実 施 日  令和 3年H月 1日 ～11月 5日 (4日 間)

イ 来場者数  合計579人

(2)令和 4年度

ア 実 施 日  令和 4年 10月 19日 ～10月 21日 (3日 間)

イ 来場者数  合計569人

(3)令和 5年度  未実施

2 障害福祉サービスについて

(1)生活介護

常時介護などを必要とする利用者に対し、施設等において入浴及び排せつ等の

介護を行い、併せて創作的活動又は生産活動の機会の提供を日帰りで行います。

(2)就労移行支援
一般企業での就労を希望する65歳未満の障害者に対して、就労に必要な知識及

び能力向上のために必要な訓練、求職活動に関する支援を行います。 ィ

(3)就労継続支援B型
通常の事業所に雇用されることが困難な障害者に対して、生産活動その他の活

動の機会を提供し、加えて就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練

等を行います。

(4)地域活動支援センター

創作的活動又は生産活動の機会の提供t社会との交流の促進その他自立した日

常生活及び社会生活を営むために必要な支援を行います。

■問い合わせ先

福祉都 部長 生方 清二郎 (内線1200)

担当1地域包括ケア課 (電話0279-22-2359)

課長 後藤 景太 (内線1210)‐

障害福祉係長 青木 光子 (内線1211)

遇



資料 7

令和 6年度人権尊重ポスター入賞作品展示会を開催 します

渋川市は、市民の人権尊重意識を高め、円滑な人権教育の推進を図ることを目

的として、市内の小中学生等から人権尊重ポスターの募集を行つています。

今年度は計897点の応募があり、審査により入賞作品を決定しました。この作

品を紹介する展示会と入賞者表彰式を開催します。

1概  要

渋川市は、市民の人権尊重意識を高め、円滑な人権教育の推進を図ることを目的と

して、毎年、市内の小学 6年生、中学 2年生、高校生及び渋川特別支援学校の生徒の

希望者から人権尊重ポスターの募集を行つています。今年度は合計897点 (小学生の

部450点、中学生の部447点)の応募があり、審査の結果、最優秀賞 2点、優秀賞14点、

優良賞28′点の入賞作品を決定しました。

この入賞作品を広く紹介し、さらなる市民の人権尊重意識の高揚を図るため、入賞

作品 (計44点)の展示会を開催します。

2 入 賞 者  別紙「令和 6年度人権尊重ポスター展入賞者名簿」のとおり

3 入賞作品展示会

(1)第二庁舎展示会

① 日 程  令和 6年 11月 18日 (月 )営 28日 (木)午前 8時30分～午後 5時 15分

※市役所閉庁日は除く

②場 所  渋川市役所第二庁舎 2階 あじさいサロン

(2)本庁舎展示会

①日 程  令和 6年 12月 2日 (月 )～ 12日 (木)午前 8時30分～午後 5時 15分

※市役所閉庁日は除く

②場 所  渋川市役所本庁舎 1階 市民ホール

4 人権尊重ポスター展入賞者表彰式

(1)期  日   令不日6年 11月 18日 (月 )

(2)時 間  ①小学生の部=午後4時45分～ ②中学生の都=午後 5時30分～

(3)場 所  渋川市役所第二庁舎 201会議室

そ の 他

最優秀賞及び優秀賞の作品は、令和 7年度人権教育啓発カレング‐に掲載 します。

カレンダーは、広報 しぶかわ令和 7年 3月 号 とともに、毎戸に配布する予定です。

5
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(1)令和 6年度は、高校生及び渋川特別支援学校生徒からの応募はありませんでし

た。

(2)令和 5年度は831点 (小学生の部481点 、中学生の部350点)の応募があり、最

優秀賞 2点、優秀賞14点、優良賞28点でした。

【最優秀賞受賞作品】

1

平和を
▲小学生の部

中郷小学校 (6年 )

たかは し ほの か

高 橋 歩夏さん

▲中学生の部

渋川北中学校 (2年)

いけだ あ ヤヽ な

池 田 亜衣那 さん

■問い合わせ先

教育部 部長 斉藤 章吉 (内線4930)

担当 :生涯学習課 (電話02792矛2500)

課長 照井 智子 (内線4950)

生涯学習係長 村尾 洋明 (内線4954)

〆｀
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|―■氏|■|1名|■ |

高橋 歩夏 たか |ま し  |ま のか1

1賞1種別|

最優秀賞 中郷小学校

木村 帆華 きむら ほのか2 優秀賞 渋川北小学校

安齋 有那 あんざい ゆな3 優秀賞 豊秋小学校

齊藤 瑞乃 さいとう たまの4 優秀賞 小野上小学校

石坂 理子 いしざか りこ優秀賞 中郷小学校5

千明 穂香 ちぎら ほのか優秀賞 中郷小学校6

安達 萌桃 あだち もも7 優秀賞 橘小学校

今井 陽菜 いまい ひな8 優秀賞 橘小学校

堀口 結翔 ほりぐち ゆうと9 優良賞 渋川南小学校

もぎ りんと茂木 倫徳10 優良賞 渋川南小学校

いまい ひなた今井 日向多11 優良賞 古巻小学校

かなさか つヽン
」金坂 虹12 優良賞 古巻小学校

さとう はんな古巻小学校 佐藤 絆花13 優良賞

とばし みう古巻小学校 つ者Б桐 み14 優良賞

しんめい ゆうや古巻小学校 新明 侑哉15 優良賞

せきぐち ゆずは優良賞 古巻小学校 関口 柚羽16

鈴橋
一
四
同 たか tま し  りん17 優良賞 渋川西小学校

関 口 華 せきぐち いちか18 優良賞 中郷小学校

あやなつヽとヂ
」後藤 絢菜19 優良賞 長尾小学校

いけだ そ ら池田 蒼天20 優良賞 三原田小学校

きぐれ まみ三原田小学校 木暮 真実21 優良賞

たかの vS、 う津久田小学校 高野 芙優22 優良賞

令和 6年度 人権尊重ポスター入賞者名簿 (敬称略)

【小学生の部】

2量



令和 6年度 人権尊重ポスター入賞者名簿 (敬称略)

【中学生の部】

1学1校
―
名■|| |1崇||1名|■| ||||,|,|カドな||||

1 最優秀賞 渋川北中学校 池田 亜衣那 い tすだ あいな

2 優秀賞 渋川中学校 井上 愛乃 いのうえ まな

3 優秀賞 渋川中学校 高橋 優 日 たかはし ゆうと

4 優秀賞 渋川北中学校 中井 桜 なかい さくら

5 優秀賞 古巻中学校 飯野 詩菜 いいの うたな

6 優秀賞 渋川北中学校 小川 琥太郎 おがわ こたろう

7 優秀賞 子持中学校 松井 紅留翠 まつい くるみ

8 優秀賞 北橘中学校 田村 梨々彩 たむら りりあ

9 優良賞 渋川北申学校 田村 琉茶亜 たむら るきあ

10 優良賞 渋川北中学校 角田 莉桜 つのだ りお

11 優良賞 古巻中学校 小嶋 杏奈 こじま あんな

12 優良賞 古巻中学校 関口 琉士 せきぐち りゅうじ

13 優良賞 古巻中学校 萩原 埜暢 はぎわら のん

14 優良賞 古巻中学校 北村 咲紅 きたむら さく

15 優良賞 古巻中学校 栗原 日菜乃 くりばら ひなの

16 優良賞 子持中学校 生巣 綾乃 なます あやの

17 優良賞 子持中学校 神道 咲和 じんどう さわ

18 優良賞 子持中学校 後藤 実莉 ごとう み り

19 優良賞 子持中学校 針塚 心花 はりづか ここな

20 優良賞 赤城南中学校 岩田 柊哉 いわた とうや

21 優良賞 赤城南中学校 松村 萌杏 まつむら もあ

22 優良賞 北橘中学校 萩原 百々叶 はぎわら ももか

麓



資料 8

「渋川・北群馬・渋川特別支援学校児童生徒作品展」が

開催されます

11月 14日 (木)か ら11月 17日 (日 )ま で、渋川市美術館 T桑原巨守彫刻美術館で、

「渋川 E北群馬 B渋川特別支援学校児童生徒作品展」が開催されます。

渋川・北群馬地域の小中学校の特別支援学級と渋川特別支援学校に通う児童 B

生徒が、日頃の学習を通して制作してきた作品が展示されます。

1 目  的

特別支援学級と特別支援学校に通う児童 。生徒に作品展示の機会を提供し、美術ヘ

の興味や豊かな想像力を育成すること。また、来場者にも芸術への関心や特別支援教

育への理解を深めてもらうことを目的とした作品展が開催されます。

2 開催期間  令和 6年 11月 14日 (木)～ 11月 17日 (日 )午前10時～午後 5時

3 会  場 渋川市美術館 。桑原巨守彫刻美術館 企画展示室

(渋川市石原 6-1・ 渋川市役所第二庁舎 1階 )

4 観 覧 料  無料

5 参加校 (計30校 )

。渋川市立 :渋川北小、渋川南小、金島小、古巻小、豊秋小、渋川西小、伊香保小、

小野上小、中郷小、長尾小、三原田小、津久田小、橘小、橘北小、

渋川中、渋川北中、金島中、古巻中、伊香保中、子持中、赤城南中、

赤城北中、北橘中

・榛東村立 :榛東北小、榛東南小、榛東中

・吉岡町立 :明治小、駒寄小、吉岡中

・群馬県立 :渋川特別支援学校

参加人数  433人 (出品数は未定)

主  催 渋川 。北群馬教育研究会

群馬県特別支援教育研究会 渋川 。北群馬ブロンク

渋川市教育委員会、榛東村教育委員会、吉岡町教育委員会

渋川市手をつなぐ育成会
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囲
昨年度実績

(1)開催期間

(2)会  場

(3)参 加 校

(4)作品′点数

(5)観覧者数

令和 5年 11月 16日 (木)～ 20日 (月 )

渋川市中央公民館

30校

377点

660人

■問い合わせ先

教育都 部長 斉藤 章吉 (内線4930)

担当 :美術館 (電話0279-25-3215)

館長 中山 久子 (内線4936)

管理学芸係長 川野 篤志 (内線4937)

24



渋川・北 群 馬・渋川特 別支援 学校

児 童 生 徒 作 品 展

期 間

時 間

場 所

《渋 川 市 立》

《榛 東 村 立》

《吉 岡 町 立》

《群 馬 県 立》

2024坪 1'同 '4口I(本)-1「T'Iョ (EI)

TO:00～ T7:00(八場Iき 召う:30書で)

T377-0007 渋 Ill市石匡う―T

(渋IIl市役所第二庁舎 打階 )

企画晨示室 八場無料

渋III・ 北群馬の特Ru烹播学搬こ渋III持用lJ支援学機の児童・生徒れ1、 日頃の学習を通して制作

してとに作品を発表し書サ。子どもたちれl結…杯つくった作品れ1並ぶロロるい晨示です。

皆様事占話い合わせの上、ご来場くだとい。

渋IIl市表術館。暴原巨守彫″
^lJ表

術館

澱 醤 躍
陳 小 誠

稲北小

金島中

子持中

北橘中

榛東中

吉岡中

渋川北小 渋川南小

古巻小  豊秋小

伊香保小 小野上小

長尾小  三原田小

津久田小 橘小

渋川中  渋川引ヒ中

古巻中  伊香保中

赤城南中 赤城北中

】ヒ′Jヽ     南′Jヽ

明治小  駒寄小

渋川特別支援学校

金島小

渋川西小

中郷小

彰

靴

卜河
鵬

絋

爵

惣

添

齢

だ
いψ

昌熙9′
9ギ瞑瞑彊b

渋川市役所第二庁舎 1階

脚 れ

法

脚 卜〕

崩

【主催】 渋川・北群馬教育研究会

群馬県特別支援教育研究会渋川・北群馬プロック

【共催】 渋川市教育委員会 (教育部美術館)

榛東村教育委員会

吉岡町教育委員会

【協賛】 渋川市手をつなぐ育成会

【間合せ先】

渋川市立金島中学校(新井東生)  0279-22-2547
渋川市美術館・桑原巨守彫亥J美術館  0279-25-3215

〇
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〇
朋

渋川市美術館・桑原巨守彫刻美術館
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